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75
年
に
わ
た
り
、
受
け
継
が
れ
て
き
た
、

と
な
み
の
春
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
。

　
４
月
22
日
か
ら
５
月
５
日
ま
で
の
14
日
間
、

第
75
回
砺
波
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
フ
ェ
ア
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
会
期
中
は
国
内
外
か
ら
29
万
3
千
人
の

方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
会
場
は
多
く
の

来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

2
0
2
6
と
な
み

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
フ
ェ
ア 

閉
幕

チューリップフェアの華やかな会場は、多くのボランティアの皆さんの支えによって成り立っています。
フェアを陰で支えてくださるボランティアの皆さんに、心より感謝申し上げます。



　
今
年
の
テ
ー
マ
は「
想
い
を
つ
な
ぐ 

と
な

み
花
物
語
」。
2
０
２
6
と
な
み
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
フ
ェ
ア
は
75
回
目
の
節
目
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
フ
ェ
ア
を
支
え
て
き
た

先
人
の
想
い
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
市
民
の

皆
さ
ま
、関
係
者
、来
場
者
の
想
い
を
つ
な
ぎ
、

未
来
へ
向
け
て
さ
ら
な
る
魅
力
向
上
を
目
指

す
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
昨
年
よ
り
50
万
本
増
と
な
る

3
0
0
品
種
3
5
0
万
本
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が

咲
き
誇
り
、華
や
か
な
景
観
を
創
出
し
ま
し
た
。

ま
た
、
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
昨
年
整
備

が
完
了
し
た
南
門
エ
リ
ア
に
歓
迎
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
と
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
設
置
し
、

来
場
者
を
鮮
や
か
に
迎
え
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
今
回
初
め
て
水
辺
に
浮
か
ぶ
水

上
花
壇
の
花
の
入
れ
替
え
を
行
い
、
常
に
新

鮮
な
景
観
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
色
と
り

ど
り
の
風
船
と
そ
の
影
が
楽
し
め
る「
バ
ブ
ル

ス
カ
イ
」を
約
４
倍
に
延
長
す
る
な
ど
、
昨
年

よ
り
も
進
化
し
た
フ
ェ
ア
を
お
届
け
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
フ
ェ
ア
を
通
し
て

花
と
緑
の
ま
ち〝
と
な
み
〞の
魅
力
を
広
く
発

信
し
、
多
く
の
方
々
に
愛
さ
れ
る
催
し
と
し

て
発
展
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
準
備
か
ら
閉
幕
ま
で
ご
協
力
を
い
た
だ
い

た
多
く
の
皆
さ
ま
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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チューリップパレードチューリップパレード

走れ!ミニ列車走れ!ミニ列車

越中民謡のしらべ越中民謡のしらべ ミュージカルキッズミュージカルキッズ

越中太鼓まつり
「打魂鼓inとなみ」
越中太鼓まつり
「打魂鼓inとなみ」

プリンセス
チューリップ表彰式
プリンセス
チューリップ表彰式

富山県警察音楽隊
コンサート
富山県警察音楽隊
コンサート

jajaコンサートjajaコンサート

航空自衛隊中部航空
音楽隊コンサート
航空自衛隊中部航空
音楽隊コンサート

出町子供歌舞伎曳山
特別公演
出町子供歌舞伎曳山
特別公演

フラダンスフラダンス

開会式開会式

京都橘高等学校吹奏楽部特別演奏会京都橘高等学校吹奏楽部特別演奏会

バブルスカイバブルスカイ

大花壇大花壇

円形花壇円形花壇

水上花壇水上花壇チューリップピラミッドチューリップピラミッド

ビオラの里ビオラの里

シバザクラの丘シバザクラの丘

文字モニュTONAMI文字モニュTONAMIチューリップ広場花壇チューリップ広場花壇

南門歓迎ディスプレイ南門歓迎ディスプレイネモフィラの丘ネモフィラの丘

水車苑水車苑 こもれびガーデンこもれびガーデン

噴水前噴水前

花の大谷花の大谷

歓迎ディスプレイ歓迎ディスプレイ
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　 出 町・庄 下・五 鹿 屋・
林・油田・中野の1町5村が
1952年に町村合併し、「砺
波町」が誕生しました。これ
を祝して第1回チューリッ
プフェアが開催されました。

　1962年に富山県立農事試験場園芸分場の果樹部門が魚津に移管されることになりま
した。これを機に果樹園跡地を県から借り受けて整備を始め、1964年に「砺波チューリップ
公園」が開園しました。その後、1981年に園芸分場が現在の五郎丸地区に移転したことで、
敷地全体を砺波市が管理・所有することになり、整備も進められました。

　1936年に開場した富山県立農事試験場園芸分場では、チューリップをはじめ
とした園芸作物の試験・研究を行っていました。戦後、日本がGHQに占領統治
され、行政機関の統廃合論が浮上する中、園芸分場の廃止を避けるため、チュー
リップの価値を発信し、関心を高めようと、第1回のフェアが開催される前年の
1951年に場内に咲き誇るチューリップの一般公開が開催されました。これが
チューリップフェアの原型となりました。
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はじまりは

合併のお祝い

現在の公園になるまで

幻のチューリップフェア

ʢࣸਅɿh ෋ݝࢁ೶ڀݚݧࢼۀඦ೥ͷ͋ΏΈʱ
ʢ෋ݝࢁ೶ٕۀज़ηϯλʔʣʣ

ɹͱͳΈνϡʔϦοϓϑΣΞͷྺݙจߟࢀ ʢ࢙ঙ઒δΦ͞ΜΆʣɺhͱͳΈνϡʔϦοϓϑΣΞ50೥ͷาΈʢɦͱͳΈνϡʔϦοϓϑΣΞ50ճه೦ࢽฤूҕһձʣɺ
ɹɹɹɹɹh ෋ݝࢁ೶ڀݚݧࢼۀඦ೥ͷ͋ΏΈʢɦ෋ݝࢁ೶ٕۀज़ηϯλʔʣ

৔಺։์σʔ

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
λ
ϫ
ー
׬
੒

１
９
7
2

 （
昭
和
47
）

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
࢛
ق
࠼
ؗ
͕
׬
੒
͠
ỏ

ձ
৔
͸
��
ϔ
Ϋ
λ
ー
ϧ
ͷ
޿
͞
ʹ

プ
Ϩ
Π
ϕ
ϯ
τ
と
͠
ͯ

ủ
य़
Λ
ݺ
Ϳ
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
ల
ỨΛ
։
࠵

1
9
8
7

（
昭
和
62
）

1
9
9
6

（
平
成
８
）

νϡʔϦοϓλϫʔʢݐઃ౰ॳʣ
ʢࣸਅɿ౑೾ڷ౔ࢿྉؗ ଂʣ



ί
ϩ
φ
Ւ
ʹ
Α
Γ
フ
ェ
ア
͕
த
ࢭ

৽
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
λ
ϫ
ー
͕
׬
੒

2
�
2
1

 （
ྩ
和
�
）

ୈ
��
ճ
౑
೾
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
フ
ェ
ア

2
�
2
6

 （
ྩ
和
8
）

ϒ
ϧ
ー
Π
ϯ
ύ
ϧ
ε
ͷ
ಛ
ผ
ల
ࣔ
ඈ
ߦ

2
�
2
�

 （
ྩ
和
2
）

ɹνϡʔϦοϓͷࠒݟΛϑΣΞʹ߹ΘͤΔͨΊɺؔ܎
ऀ͸ࣗવͱ͖޲߹͍ͳ͕Β޻෉ΛॏͶ͖ͯ·ͨ͠ɻ
ɹྫ͑͹ɺ����೥͸߽ઇͱҟৗ௿ԹͰ։Ֆ͕஗Εɺ
อԹରࡦΛ͡ߨΔ΋։ນ࣌͸�ʙ�ׂͷ։ՖʹͱͲ·
Γ·ͨ͠ɻ
ɹҰํͰԹ͔͍͕ؒظଓ͍ͨ৔߹ɺྫ͑͹����೥
͸ੵઇ͕গͳ͘։Ֆ͕ਐΈɺःޫωοτͰ΋཈͖͑
Εͣɺ։࠵Λ�िؒલ౗͠ʹͨ͠Γɺ����೥͸ःޫ
ωοτ΍ՖͷೖΕସ͑ͳͲͷରࡦΛͨ͡ߨ΋ͷͷձ
ɺ୅ΘΓʹϚϦʔΰʔ͍·ͯͬ͠ࢄ൒ʹ͸Ֆ͕ޙظ
ϧυͳͲͷ૲ՖͰରԠͨ͠Γͨ͜͠ͱ΋͋Γ·ͨ͠ɻ

ɹ͜͏͔ͨ͠ݧܦΒɺ
�000೥ʹ͸ؒࢁ஍ͷ
ઇͰՖΛ෴͍։ՖΛ
཈੍͢ΔͳͲɺࡏݱ
Ͱ΋ɺ͕ޡࡨߦࢼଓ
͍͍ͯ·͢ɻ

$PMVNO ίϥϜ

ୈ��ճͷ৽چπΠϯλϫʔ

チューリップの։Ֆௐ੔には
େมなۤ࿑͕

จ
Խ
ձ
ؗ
ͷ
԰
্
ʹ

ύ
ϊ
ϥ
Ϛ
ς
ϥ
ε
͕
׬
੒

2
�
1
4

（
平
成
26
）

Ֆ
ͷ
େ
୩
͕
ొ
৔

2
�
1
6

（
平
成
2�
）

広報  となみ 2026.6�

ͱなΈチューリップ֗ಓ
ҕһձߦ࣮
෭࣮ߦҕһ௕  ಘೳ͞Μ

ɹࠃಓ�5�߸ઢԊઢͷࣄ
Λத৺ʹ݁੒͞Εऀۀ
ͨ౰ஂମ͸ɺνϡʔϦο

ϓϑΣΞʹݝ֎͔Β͓ӽ͍ͨͩ͘͠օ͞·
ʹɺ౑೾*$Λ߱Γͨॠ͔ؒΒʠՖͷ·ͪ ͱ
ͳΈʡΛ࣮͍͖͍ͨͩͨͯ͠ײͱ͍͏૝͍
͔Β্ཱ͕ͪΓ·ͨ͠ɻ
ɹ����೥͔Β��೥ؒʹΘͨΓɺνϡʔ
ϦοϓͷࠜٿΛ২͑ͨϓϥϯλʔΛϑΣΞ
։࠵લʹ౑೾*$͔ΒνϡʔϦοϓϑΣΞձ
৔·ͰͷԊಓʹઃஔ͍ͯ͠·͢ɻ͜ͷ׆ಈ
͸ɺ஍Ҭऀۀࣄɾؔஂ܎ମ֤Ґͷ͝ྗڠʹ
Αͬͯ͑ࢧΒΕ͍ͯ·͢ɻޙࠓ΋ʠՖͷ·ͪ 
ͱͳΈʡΛ੝Γ্͍͛ͯͨ͘ΊɺҾ͖ଓ͖͝
ཧղͱ͝ྗڠΛ͓͍͠ئ·͢ɻ

෋ݝࢁՖიࠜٿ
೶ڠۀಉ૊合
ຊ͞Μࢁ  ࣄࢀ

ɹ౰૊߹Ͱ͸ɺνϡʔ
ϦοϓϑΣΞͰ࢖༻͢
Δࠜٿͷख഑Λ͸͡Ίɺ

Ֆஃ΁ͷ২͑ࠐΈ΍ɺϑΣΞ։͚޲ʹ࠵
ͨνϡʔϦοϓͷ๷আɺϓϥϯλʔͷೲ
඼ͳͲɺ෯ۀ͍޿຿Λ୲͍ͬͯ·͢ɻ
ɹۙ೥͸ԹஆԽͷӨڹʹΑΓɺؾԹ΍ؾ
ީʹӨڹΛड͚΍͍͢νϡʔϦοϓͷ։
Ֆ࣌ظͷௐ੔͸೉͘͠ͳ͍ͬͯ·͢ɻϑ
ΣΞͷؒظɺདྷ৔ऀͷօ͞·ʹຬ଍͍ͨ
͚ͩΔΑ͏ʹඒ͍͠Ֆͷঢ়ଶΛอͭ͜ͱ
ͯͬࢥ༩͑ΒΕͨςʔϚͩͱʹͪͨࢲ͕
͍ΔͷͰɺ඼छબఆ΍؅ཧํ๏ʹ͍ͭͯ
ͳ͕Β͠ྗڠͱऀ࠵ΛॏͶɺओޡࡨߦࢼ
औΓ૊ΜͰ͍͖·͢ɻ

	公ࡒ
౑೾ࢢՖͱ
྘ͱจԽのஂࡒ
Μ্͞ࡾ  ௕܎

ɹ ౰ ࡒ ஂ Ͱ ͸ɺ
ࢢ ͷ ಛ ࢈ Ͱ ͋ Δ
ν ϡ ʔ Ϧ ο ϓ ͷ

ັྗΛࠃ಺֎ʹൃ৴͢ΔͨΊɺओ
ͷҰһͱͯ͠νϡʔϦοϓϑऀ࠵
ΣΞΛ։͍ͯ͠࠵·͢ɻձ৔Ͱ͸ɺ
Ֆͷํͤݟ΍͠࠵ͷاըɺେՖஃ
ͷੜҭ؅ཧʹ޻෉ΛॏͶɺདྷ৔ऀ
΋ඒ͍͠ঢ়ଶͷνϡʔϦοϓ࠷ʹ
Λָ͠ΜͰ͍͚ͨͩΔΑ͏౒Ίͯ
͍·͢ɻ
ɹ·ͨɺϑΣΞ͸ଟ͘ͷࢢຽͷօ͞
·ͷྗڠʹΑͬͯ͑ࢧΒΕ͓ͯΓɺ
ͦͷ૝͍΋དྷ৔ऀʹಧ͚͍ͨͱ͑ߟ
͍ͯ·͢ɻ

フェアを支える、それぞれの物語 チューリップフェアの開催にはた さ͘Μの関ऀ܎がいらっしΌいます。
その中の一部のํに૝いをΠϯλϏューしました。

ःޫωοτ

今後に向けて
ご来場いただいた
方はアンケートに
ご協力ください

　チューリップフェア2�回ه೦
事ۀとしてγϯϘϧλϫーのݐઃ

が行Θれ、19�2年に׬੒しました。2��8年にλϫーઌ୺
のϞχュϝϯτをϢリ咲き඼छの「プリςΟー΢ーϚϯ」を
Ϟチーフにリχューアϧしました。
　その後、࿝ٺԽ΍଱਒ੑの໰୊から、λϫーのݐてସ͑
がܭըされ、2�21年に৽チューリップλϫーが׬੒しま
した。ղ体されたچλϫーの跡地はԁܗՖஃとなり、Ֆの
中ԝにはچλϫーの௖上のϞχュϝϯτが০られ、Ϟχュ
ϝϯτを͑ࢧたܪもϕϯチとして࠶ར༻されています。

λϫーのྺ࢙

●
外
出
自
粛
ム
ー
ド
の
中
で
し
た
が
、
公
園
内
の
映
像
を

集
め
た
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
か
ら
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
咲
き

誇
る
姿
を
多
く
の
方
に
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
こ
の
年
の
第
��
回
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
フ
ェ
ア
は
新
旧
ふ
た
つ

の
タ
ワ
ー
が
並
ぶ
唯
一
の
フ
ェ
ア
と
な
り
ま
し
た
。

ɹ
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　４月29日と30日に、出町市街地で「出町子供歌舞伎曳山」（当番町：
中町）が開催されました。今年は小学校3年生から6年生までの児童
11人が参加し、曳山の舞台で堂々と歌舞伎を披露しました。子供た
ちは稽古の成果を存分に発揮し、迫真の演技で観客を魅了しました。
会場には多くの来場者が訪れ、伝統の重みと次代への継承を感じさ
せるひとときとなりました。

　４月19日に、高波観光ほ場で「高波チューリップ
まつり」（高波地区球根組合主催）が開催され、見頃
を迎えた色とりどりのチューリップが田んぼいっぱ
いに咲き誇っていました。当日は、水面に浮かんだ�
チューリップの花びらをすくう、チューリップすく
いや写生大会、フォトコンテストなど、こどもも楽
しめるイベントも用意され、会場はこどもから大人
まで笑顔がいっぱいあふれていました。

伝統をつなぐ、
子供たちの舞台

春を彩る 高波チューリップまつり

　４月25日と26日に、となみ夢の平スキー場で「せんだ
ん山水仙そば祭り」（せんだん山水仙そば祭り実行委員会
主催）が開催されました。となみブランドにも認定され
ている「せんだん山そば」を多くの方に味わっていただく
ため水仙の開花時期にあわせて開催されたもので、会場
となったゲレンデ一面には、19品種・約20万本の水仙
が咲き誇り、地元で採れた新鮮な山菜も提供され、季節
ならではの魅力を堪能できるひとときとなりました。

栴檀山地区の
魅力いっぱい
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砺波
トピックス

～魅力再発見～

まちかど
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お
住
ま
い
の
地
区
の
イ
ベ
ン
ト
や
、

頑
張
っ
て
い
る
人
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

　
取
材
に
伺
っ
て
広
報
と
な
み
や
市
公

式
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
等
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

企画政策課 ☎33-1148
：kikaku＠city.tonami.lg.jp

求
む
！

 

地
域
情
報

春の叙勲
　旭日小綬章（地方自治功労）
　　山森　文夫さん（雄神）〔元砺波市議会議員〕
　瑞宝双光章（看護業務功労）
　　永田　智雅さん（栴檀野）
� 〔元（独）国立病院機構富山病院 看護部長〕
　瑞宝単光章（消防功労）
　　寺田　秀則さん（東般若）〔元砺波市消防団 副団長〕

　4月19日、鹿島地区の魅力を広く発信しようと、地域
住民や地元出身の大学生たちが企画した「K-market」が
鹿島集落センターで開催されました。当日は、グルメや
雑貨など26店舗が出店し、家族連れなど約500人が来場。
買い物や体験を楽しみながら、にぎわいを見せていました。

　4月23日、砺波市で「第17回全国散居村サミット」が�
開催されました。散居村を有する県内外の８市町が一堂
に会して、散居村の特性を活かしたまちづくりなどにつ
いて意見交換が行われたほか、富山大学の奥敬一教授に
よる基調講演や「散居村に暮らす難しさ・面白さ」をテー
マにしたパネルディスカッションも実施されました。

受章おめでとうございます受章おめでとうございます

魅力満載！鹿島地区でマルシェ魅力満載！鹿島地区でマルシェ
　　　 　　〜まちづくり協働事業〜　　　 　　〜まちづくり協働事業〜

散居村の未来を語る散居村の未来を語る

　4月16日、体力的、経済的に屋敷林の手入れ
が難しい世帯を支援するため、ボランティア団
体「カイニョお手入れ支援隊」（代表・松田憲氏）
による支援活動が行われました。「地域の宝であ
るカイニョを地域ぐるみで守りたい」と、約60名
の参加者が協力しながら作業に取り組みました。

地域の宝は地域ぐるみで支援を！地域の宝は地域ぐるみで支援を！
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砺
波
市
議
会
６
月
定
例
会
　
　
　

　
議
会
事
務
局

　
☎
33-
１
１
３
９

　

本
会
議
と
委
員
会
は
傍
聴
で
き
ま
す
。

ຊ
ձ
　ٞ

６
月
８
日（
月
）
�0
時

　
　
　
　
　
　

�5
日（
月
）
�0
時

　
　
　
　
　
　

��
日（
火
）
�0
時

　
　
　
　
　
　

��
日（
月
）
��
時

จ
ڭ
ຽ
ੜ
ප
Ӄ
ৗ
೚
ҕ
һ
ձ　

　
　
　
　
　
　

�7
日（
水
）
�0
時

૯
຿
࢈
ۀ
ݐ
ઃ
ৗ
೚
ҕ
һ
ձ　

　
　
　
　
　
　

��
日（
木
）
�0
時

議
長
・
副
議
長
が
選
出
さ
れ
ま
し
た

　

令
和
８
年
第
１
回
砺
波
市
議
会
臨
時
会

が
５
月
�5
日
に
開
催
さ
れ
、
議
長
、
副
議

長
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

議
長　

有
若　

隆 

氏
（
坪
内
）

副
議
長　

山
本　

篤
史 

氏
（
東
保
）

各
制
度
の
公
開
・
開
示
状
況
　
　

　
総
務
課

　
☎
３３-

１
２
０
９
　　

　

令
和
７
年
度
の
公
開
・
開
示
状
況
は
次

の
と
お
り
で
す
。

৘
ใ
公
։
੍
౓

　

市
民
参
加
に
よ
る
公
正
で
開
か
れ
た
市

政
を
推
進
す
る
た
め
、
情
報
公
開
制
度
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

・
公
開
請
求
件
数　

４
件

・
公
開
件
数　
　
　

０
件

・
審
査
請
求
件
数　

１
件

ݸ
ਓ
৘
ใ
อ
ޢ
੍
౓

　

個
人
の
権
利
利
益
を
保
護
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
個
人
情
報
保
護
制
度
の
一
環

と
し
て
、
本
人
等
か
ら
の
請
求
に
基
づ
き

個
人
情
報
を
開
示
し
て
い
ま
す
。

・
開
示
請
求
件
数　

�0
件

・
開
示
件
数　
　
　

９
件

・
審
査
請
求
件
数　

０
件

固
定
資
産
税
の
実
地
調
査
を
行
い
ま
す

　
税
務
課
　
　

　
☎
33-

１
２
９
７

　

固
定
資
産
税
を
適
正
に
計
算
す
る
た
め
、

法
律
に
基
づ
い
て
土
地
や
家
屋
、
償
却
資

産
の
実
地
調
査
を
し
て
い
ま
す
。

　

所
有
者
に
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

࣍
の
Α
͏
ͳ
৔
߹
͸
࿈
བྷ
が
ඞ
ཁ

・
建
物
を
取
り
壊
し
た

・�

以
前
に
新
増
築
し
た
建
物
で
、
実
地
調

査
を
受
け
て
い
な
い　

等

砺
波
市
水
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

�

作
成
し
ま
し
た

　
土
木
課
　

　
☎
３３-

１
４
３
５
　　

　

水
防
法
の
改
正
を
受
け
、
県
管
理
河
川

や
下
水
道（
雨
水
排
水
路
）か
ら
の
浸
水
想

定
区
域
図
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
砺
波
市
で
は
平
成
�0
年

に
作
成
し
た
「
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」

を
見
直
し
、「
水
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」

を
作
成
し
ま
し
た
。
新
し
い
マ
ッ
プ
は
今

月
の「
広
報
と
な
み
」（
こ
の
冊
子
）と
一
緒

に
折
り
込
ん
で
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
家
族

で
安
全
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
推
進
員
の
紹
介
　

　
企
画
政
策
課
　
　

　
☎
33-

１
１
４
５

　

男
女
共
同
参
画
を
さ
ら
に
推
進
す
る
た

め
、
地
域
で
中
心
と
な
っ
て
活
動
い
た
だ

く
推
進
員
に
次
の
��
名
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

�

（
任
期
：
令
和
�0
年
３
月
��
日
ま
で
）

活
動
内
容
は
右
記
Ｑ
Ｒ
か
ら
。

出
ɹ
ொ　
香
村　

恭
史　
　

嶋
田
奈
津
子

ঙ
ɹ
Լ　
蔦　
　

直
樹　
　

中
島
由
美
子

中
ɹ
໺　
飯
田　

明
夫　
　

吉
田　

涼
子

ޒ
ࣛ
԰　
小
幡　

真
嗣　
　

西
尾　

真
理

౦
໺
৲　
犀
川　

学　
　
　

中
川　

妙

ୋ
ɹ
੘　
寺
西　

慎
介　
　

寺
島
香
代
子

ए
ɹ
　ྛ

佐
野　

博
文　
　

有
馬　

薫

　

　ྛ
　

小
竹　

康
之　
　

篠
島　

慶
子

ߴ
ɹ
೾　
中
嶋　

光
博　
　

沢
崎　

和
子

　
　
　
　

白
江　

裕
子

༉
ɹ
　ా

池
田　

大
樹　
　

山
田　

恭
子

ೆ
ൠ
ए　
中
島　

祥
夫　
　

北
野　

雅
代

༄
ɹ
੉　
布
原　

伸
一　
　

堺
井
み
の
り

ଠ
ɹ
　ా

平
木　

利
幸　
　

宮
腰　

陽
子

ൠ
ɹ
ए　
林　
　

紀
吉　
　

江
成　

照
代

౦
ൠ
ए　
長
森　

浩
平　
　

黒
川　

美
和

ગ
இ
໺　
青
山　

和
則　
　

荒
木
真
由
美

ગ
இ
　ࢁ
前
田　

幸
雄　
　

池
田
喜
代
美

౦
ࢁ
　ݟ
扇
割　

昇　
　
　

南
部　

愛
沙

੨
ɹ
ౡ　
松
井　

正
雄　
　

齋
藤　

裕
子

༤
ɹ
ਆ　
西
元　

宏
樹　
　

武
田　

有
紀

छ
ɹ
　ా

伊
東　

利
浩　
　

高
橋　

悦
子

婚
活
・
恋
愛
相
談
会
（
無
料
）　  

　
企
画
政
策
課

　
☎
33-

１
１
４
８

　

上
手
な
婚
活
の
仕
方
や
恋
愛
中
の
い
ろ

い
ろ
な
悩
み
等
を
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

婚
活
専
門
員
が
親
身
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま

す
。【
予
約
制
】

೔
　࣌

６
月
��
日（
日
）
①
��
時
�0
分
～
、

②
��
時
�0
分
～
、
③
予
約
済

৔
ॴ　
予
約
時
に
連
絡

ର
৅　
結
婚
を
希
望
し
て
い
る
方
や
そ
の

ご
家
族
（
市
内
在
住
か
在
勤
、年
齢
不
問
）

ਃ
ࠐ
Έ　
申
込
み
フ
ォ
ー
ム（
右
記
Ｑ
Ｒ
）

か
電
話（
１
週
間
前
ま
で
）

「
ミ
ニ
交
流
会
」
登
録
者
募
集

　

１
対
１
、２
対
２
で
の
交
流
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

ࢀ
Ճ
ཁ
　݅

�0
歳
ま
で
の
独
身
男
女

　

興
味
が
あ
る
方
は
、
電
話
で
お
気
軽
に

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

砺波市役所（代表）  tel 33-1111（土・日曜、祝日、夜間は代表電話へ）

౑೾ࢢͷہ֎ࢢ൪͸ʢ����ʣͰ͢ら͘しの৘ใ

ΠΠ ϯϯ フフΥΥϝϝ ʔʔγγϣϣϯϯ

く
ら
し・行
政

く
ら
し・行
政
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教育総務課　☎ 33-1508

農地林務課　☎ 33-1431

砺波年金事務所 ☎ 33-1725　　市民課 ☎ 33-1362

、は௚઀໰合ͤるかࡉৄ。する場合が͋りますߋ内༰をมࡌܝ
市̝̥で࠷৽৘ใを֬͝ೝͩ͘さい。

三
世
代
子
育
て
応
援
給
付
金
　
　

�

給
付
事
業
の
ご
案
内  

　
こ
ど
も
課

　

☎
33-

１
５
９
６

　

三
世
代
同
居
・
近
居
の
孫
世
代
の
お
子

さ
ん
を
０
～
２
歳
児
の
間
、
自
宅
で
育
児

さ
れ
た
方
に
、
給
付
金
を
贈
呈
し
ま
す
。

ର
৅
　ऀ

令
和
４
年
４
月
２
日
～
令
和
５

年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
、
̏
ࡀ
ࣇ
ͱ
し
ͯ

೥
গ
ࣇ
Ϋ
ϥ
ε
に
ೖ
ॴ
ớ
園
Ờ
͢
る
ま
で

の
ؒ
、
Ұ
౓
΋
อ
ҭ
ॴ
౳
に
ࡏ
੶
ͤ
ͣ
、

次
の
条
件
を
満
た
す
お
子
さ
ん
の
保
護
者

⑴
市
内
に
住
所
を
有
す
る

⑵�

三
世
代
が
同
居
し
て
い
る
（
近
居
の
場

合
を
含
む
）

※
近
居
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

څ
෇
　ֹ

　

入
所
（
園
）
時
点
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ
て
、

⑴
⑵
の
条
件
が

３
年
以
上　
　
　
　
　
　

�0
万
円

２
年
以
上
３
年
未
満　
　

６
万
円

１
年
以
上
２
年
未
満　
　

２
万
円

集
中
ड
෇
ظ
ؒ

５
月
��
日（
月
）～
６
月
��
日（
金
）

　

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
こ

ど
も
課
か
在
籍
園
に
提
出
。

　

市
内
保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
に
在
籍

す
る
３
歳
児
の
お
子
さ
ん
で
該
当
と
思
わ

れ
る
方
を
対
象
に
申
請
書
を
配
布
し
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

募
集
！
簡
単
と
な
ベ
ジ
レ
シ
ピ　

　
健
康
セ
ン
タ
ー

　
☎
　  

７
０
６
２　

　

野
菜
料
理
は
「
洗
う
、
切
る
、
炒
め
る

な
ど
工
程
が
多
く
手
間
が
か
か
る
」「
レ

シ
ピ
は
ワ
ン
パ
タ
ー
ン
に
な
る
」
と
い
う

声
が
多
く
聞
か
れ
ま
す
。

　
お
手
軽
、
レ
ン
チ
ン
、
カ
ッ
ト
野
菜
活
用
、

時
短
料
理
な
ど
、
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
の
簡
単

と
な
ベ
ジ
レ
シ
ピ
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

ς
ー
Ϛ　
野
菜
70
ｇ
以
上
使
っ
た
料
理

ఏ
出
෺　
レ
シ
ピ
、
料
理
の
写
真
（
デ
ー

タ
か
写
真
）

ظ
　ݶ
第
１
回　

９
月
４
日（
金
）

　
　
　

第
２
回　

１
月
��
日（
金
）

ఏ
出
ઌ　
健
康
セ
ン
タ
ー

ϝ
ー
ル　

LFOLP!
DJUZ�UPOBN

J�MH�KQ

毎
年
６
月
は
「
食
育
月
間
」　
　 

　
健
康
セ
ン
タ
ー

　
☎
　  

７
０
６
２

　

食
育
と
は
、「
食
」
に
関
す
る
知
識
と
、

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
「
食
」
を
選
択
す
る
力

を
身
に
つ
け
、
健
全
な
食
生
活
を
実
践
で

き
る
力
を
育
む
こ
と
で
す
。

　

食
べ
る
こ
と
は
生
き
る
こ
と
で
あ
り
、

健
康
な
身
体
と
心
を
育
む
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　

栄
養
バ
ラ
ン
ス
や
食
品
ロ
ス
削
減
な
ど

に
つ
い
て
、
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
ま

し
ょ
う
。

３2-３2-

݄̒29೔ʢ݄ʣʙ݄̓̏೔ʢۚʣ݄̒29೔ʢ݄ʣʙ݄̓̏೔ʢۚʣ
　市内̐中ֶߍの̎年生が、地Ҭの事ۀ所のօさまからࢦ
ಋを受けながら、ۈ࿑体験に௅戦します。ൣنҙࣝ΍ࣾձ
ੑを高め、কདྷのࣗ分の生きํを͑ߟるなͲ、た͘まし͘
生きるྗを਎にͭけます。

社会に学ぶ社会に学ぶ「「1414 歳の挑戦」歳の挑戦」
ʙ͕Μ͹るੜెに Թ͔いྭま͠の੠Λʙʙ͕Μ͹るੜెに Թ͔いྭま͠の੠Λʙ

ɹ໔আʢҰ෦໔আΛؚΉʣ΍ೲ෇༛༧ɺֶੜೲ෇ಛྫ
Λड͚͕ͨ͋ؒظΔͱɺ࿝ྸૅج೥ۚͷ೥ֹ͕ۚগͳ
Ε·͢ɻ͞ࢉܭ͘
ɹকདྷड͚औΔ೥ֹۚΛ૿΍ͨ͢Ίɺ�0 ೥Ҏ಺ʹอݥ
ྉΛ͔͞ͷ΅ͬͯೲΊΔ͜ͱ͕Ͱ͖Δʮ௥ೲʯΛ͓͢͢
Ί͠·͢ɻ
ʻ௥ೲ͞ΕΔ࣌ͷ஫ҙ߲ࣄʼ
ɾ�Ұ෦໔আͷؒظ͸ɺ࢒Γͷೲ෇͢΂͖อݥྉΛೲΊ͍ͯͳ

͍ͱɺ௥ೲͰ͖·ͤΜɻ
ɾ࿝ྸૅج೥ۚΛड͚͍ͯΔํ͸ɺ௥ೲͰ͖·ͤΜɻ
ɾݪଇɺ͍ݹ໔আ͔ؒظΒͷ௥ೲͱͳΓ·͢ɻ
ɾ�໔আঝೝͷཌ೥౓͔Β਺͑ͯɺ� ೥໨Ҏ߱ʹ௥ೲ͢Δ৔߹ɺ

౰࣌ͷอݥྉʹՃ্ֹ͕ࢉ৐ͤ͞Ε·͢ɻ

ɹྩ࿨̕೥தʹ͢޻ࢪΔ԰ෑྛͷʮࢬଧͪʯʮҭ੒ʯʹ͔͔
ΔܦඅΛҰ෦ิॿ͠·͢ɻ
ର৅ऀɹ�ʮ؍ܠډࢄΛ͔ͨ͠׆஍Ҭͮ͘ΓڠఆʯΛ݁ΜͰ͍

Δ஍۠΍ڠఆऀ
අͷ̎෼ͷ̍Λิॿۀࣄԉ内༰ɹࢧ
ɹɹɹɹɹᶃ԰ෑྛͷࢬଧͪɹ্ݶ �0 ສԁʗށ
ɹɹɹɹɹɹʢಉҰෑ஍͸̐೥ʹҰ౓ਃ੥Մʣ
ɹɹɹɹɹᶄ԰ෑྛͷ২थɹ্ݶ �5 ສԁʗ஍۠
ɹɹɹɹɹᶅډࢄʹؔ͢Δֶशձɹ্ݶ �5 ສԁʗ஍۠
ɹྩ࿨̕೥݄̎ʙؒظ޻ࢪ �� ݄
ఏ出物ɹੵݟऀۀ�ॻʢظ࣌޻ࢪɺथछผͷຊ਺Λ໌هʣɺɹ

ਅࣸگݱ஍Λࣔͨ͠஍ਤɺ޻ࢪ
ਃࠐઌɹ஍۠ͷ୅දऀΛ௨ͯ͡ࢢ΁ఏग़
ਃݶظࠐɹ݄̓ �� ೔ʢՐʣਖ਼ޕ
ཹҙ事߲ɹ
ɾ�̎ ࣾҎ্͔ΒੵݟΓΛͱΓɺదਖ਼ͳՁ֨ɺ಺༰Ͱ࣮ࢪ

͠·͠ΐ͏ɻ
ɾ�ॳճਃ੥ऀΛ༏ઌతʹ࠾୒͠·͢ɻʢ࠾୒݁Ռ͸೥಺ʹ

௨஌͠·͢ɻʣ

国民年金保険料に国民年金保険料に
免除・納付猶予期間がある方へ免除・納付猶予期間がある方へ屋敷林の「枝打ち」「育成」等を屋敷林の「枝打ち」「育成」等を

支援します！支援します！
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౑೾ࢢͷہ֎ࢢ൪͸ʢ����ʣͰ͢

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集
　
　
　

　
都
市
整
備
課

　
☎
３３-

１
４
４
７
　　

ೖ
ډ
ਃ
ࠐ
ड
෇
ظ
ؒ
（
土・日・祝
日
除
く
）

公
営
住
宅
（
所
得
月
額
�5
万
８
千
円
以

　

下
の
方
）�
月
１
日（
月
）～
��
日（
金
）

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
（
所
得
月
額
�5
万

　

８
千
円
を
超
え
る
方
）　

随
時

※
詳
細
は
右
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
市
Ｈ
Ｐ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

住
宅
に
関
す
る
無
料
相
談
会
　
　

　
砺
波
市
地
域
住
宅
相
談
所

　
所
長 

前
田
國
代
志  

☎
３3-

２
２
８
３

　

雨
漏
り
、
介
護
改
修
や
耐
震
化
工
事
等
、

住
ま
い
の
困
り
事
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

೔
　࣌

６
月
�7
日（
土
）

　
　
　

��
時
�0
分
～
��
時
�0
分

৔
ॴ　
と
な
み
散
居
村
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

児
童
手
当
の
現
況
届
　
　
　
　
　

　
こ
ど
も
課

　
☎
３３-

１
５
９
０

　

児
童
手
当
受
給
者
で
住
民
基
本
台
帳
等

で
６
月
１
日
現
在
の
状
況
が
確
認
で
き
る

方
は
、原
則
、現
況
届
の
提
出
は
不
要
で
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
①
～
⑥
の
方
は
現
況
届

の
提
出
が
必
要
で
す
。

①�

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
等
に
よ
り
、
住
民

票
の
所
在
地
が
砺
波
市
と
異
な
る

②
支
給
要
件
児
童
の
戸
籍
や
住
民
票
が
な
い

③�

離
婚
協
議
中
で
配
偶
者
と
別
居
し
た
こ

と
に
よ
り
受
給
者
と
な
っ
た

④�

法
人
で
あ
る
未
成
年
後
見
人
、
施
設
・

里
親
の
受
給
者

⑤�

大
学
生
年
代
の
お
子
さ
ま
に
つ
い
て
、

「
監
護
相
当
・
生
計
費
の
負
担
に
つ
い

て
の
確
認
書
」
の
職
業
欄
を
「
無
職
ま

た
は
そ
の
他
」
で
提
出
さ
れ
た
方

⑥
そ
の
他
、
状
況
確
認
が
必
要
な
方

　

提
出
が
必
要
な
方
に
は
現
況
届
を
郵
送

し
ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入
し
、
６
月
�0

日（
火
）ま
で
に
提
出
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
提
出
さ
れ
な
い
場
合
は
８
月
分

以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

第
68
回
水
道
週
間
　
　
　
　
　
　

　
上
下
水
道
課
　
　

　
☎
33-

１
４
６
０

ظ
　ؒ

６
月
１
日（
月
）～
７
日（
日
）

　

第
��
回
水
道
週
間
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、

「
た
い
せ
つ
な　

水
道
守
ろ
う　

未
来
へ

と
」
で
す
。
水
道
は
私
た
ち
の
生
活
に
は

欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、
快
適
な
暮
ら

し
や
様
々
な
社
会
活
動
を
支
え
て
い
ま
す
。

皆
さ
ま
も
、
水
道
を
大
切
に
使
う
よ
う
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
小
・
中
学
生
の
皆
さ
ま
に
は
、

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
標
語

や
ポ
ス
タ
ー
等
を
募
集
し
ま
す
。
詳
し
く

は
、
公
益
社
団
法
人
日
本
水
道
協
会
・
日

本
水
道
新
聞
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

͓खݩの֬֨ࢿೝॻの有ޮݶظはྩ࿨̔年݄̓ 31日までとなっています。
˓࣍のํには৽しい֬֨ࢿೝॻをૹ෇します。
ɾϚΠφอূݥΛ͓࣋ͪͰͳ͍ํ
ɾ�5 Ҏ্ͷํࡀ
ɾ�� ˞Λීஈ͔Βར༻͞Ε͍ͯͳ͍ํূݥҎԼͰɺϚΠφอࡀ

ɹɹ˞ϚΠφอূݥͷར༻͕̍೥ؒͰ̒ճະຬ͔ͭ௚͔݄ۙ̏Ͱར༻͕ͳ͍ํ
˓上هに֘౰しないํは、ҾきଓきϚΠφอূݥのར༻を͓ئいします。

✓̆աڈͷༀ΍਍ྍσʔλʹͮ͘جɺΑΓΑ͍ҩྍ͕ड͚ΒΕ·͢
✓̆ಥવͷखज़ɺೖӃͰ΋ֹߴͳҩྍඅͷࢧ෷͍͕ෆཁʹͳΓ·͢
͢·Ε͞༺׆ʹॲஔ΍පӃͷબఆͳͲٸ৔Ͱൖૹதͷద੾ͳԠݱٸٹ̆✓

ɹɹ ϚΠφอূݥʹ͸ϝϦοτ͕ͨ͘͞Μ͋ΔͷͰɺͥͻɺར༻ʹ͍ͭͯ͝ݕ౼͍ͩ͘͞

後期高齢者医療制度の加入者の方へ後期高齢者医療制度の加入者の方へ
医療機関にかかる際の資格確認書についてお知らせです医療機関にかかる際の資格確認書についてお知らせです

　富山県後期高齢者医療広域連合　☎ 076-465-7502　
　市民課　☎ 33-1362　　　　　　　　　　　　　　　

ϚΠφอূݥにͭいてもっと
஌りたいํはこͪら

砺波市役所（代表）  tel 33-1111（土・日曜、祝日、夜間は代表電話へ）
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、は௚઀໰合ͤるかࡉৄ。する場合が͋りますߋ内༰をมࡌܝ
市̝̥で࠷৽৘ใを֬͝ೝͩ͘さい。

砺
波
市
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
　

�

推
進
会
議
の
委
員
募
集

　
市
民
生
活
課

　
☎
３３-

１
３
７
２

　

本
市
の
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
の

進
捗
状
況
等
に
つ
い
て
協
議
い
た
だ
く
会

議
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

೚
　ظ
令
和
８
年
７
月
１
日
～
令
和
�0
年

６
月
�0
日

ื
集
ਓ
਺　

２
名
（
応
募
多
数
の
場
合
は
、

書
類
選
考
あ
り
）

Ԡ
ื
ظ
　ݶ

６
月
��
日（
金
）

Ԡ
ื
方
๏　
①
住
所　

②
氏
名　

③
年
齢

④
電
話
番
号　

⑤
職
業　

⑥
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス　

⑦
応
募
動
機
を
記
載
の
う
え
、
市

Ｈ
Ｐ
の
応
募
フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

砺
波
散
村
地
域
研
究
所
か
ら
の
　

�

お
知
ら
せ

　
と
な
み
散
居
村
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
☎
３4-

７
１
８
０

◆
春
季
例
会

　

と
な
み
野
の
歴
史
・
文
化
・
産
業
な
ど
、

研
究
者
が
講
演
・
発
表
を
行
い
ま
す
。

೔
　࣌

�
月
�0
日（
土
）

　
　
　

��
時
�0
分
～
��
時
�0
分

৔
ॴ　
と
な
み
散
居
村
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
　
　

情
報
館
研
修
室

ߨ
ԋ　

「
山
に
ひ
ろ
が
る
群
れ
な
い
村
々
」

　
　

京
都
大
学
文
学
研
究
科

�

教
授　

米
家  

泰
作 

氏

ݚ
ڀ
ൃ
ද　

「
砺
波
地
方
の
馬
耕
に
つ
い
て
」

　
　

砺
波
散
村
地
域
研
究
所

�

所
員　

安
ヵ
川  

恵
子 

氏

「
室
町
期
に
お
け
る
旧
庄
川
の

　
　
　
　
　
　

氾
濫
と
般
若
野
荘
」

　
　

砺
波
散
村
地
域
研
究
所

�

所
員　

亀
ヶ
谷  

憲
史 

氏

「
南
砺
市
に
お
け
る

　
　
　
　
　

地
域
運
営
組
織
に
つ
い
て
」

　
　

砺
波
散
村
地
域
研
究
所

�

研
究
員　

山
田  

浩
輔 

氏

ఆ
һ　
�0
人
（
事
前
申
込
み
が
必
要
）

ड
ߨ
ྉ　
無
料

ਃ
ࠐ
Έ　
電
話
・
窓
口
に
て
受
付

◆
散
居
景
観
見
学
会
参
加
者
募
集

　

と
な
み
野
田
園
空
間
博
物
館
の
創
立
�0

周
年
の
連
携
事
業
と
し
て
、
博
物
館
の
関

連
施
設
等
を
見
学
し
ま
す
。

೔
　࣌

６
月
�7
日（
土
）

　
　
　

９
時
�0
分
～
��
時

ݟ
ֶ
஍　
あ
ず
ま
だ
ち
高
瀬
、
い
の
く
ち

椿
館
、
二
万
石
用
水
親
水
空
間
、
大
堤
ビ

オ
ト
ー
プ
、
砺
波
平
野
の
史
跡
・
名
勝

ର
৅
　ऀ

一
般
（
未
就
学
児
は
除
く
）

ఆ
һ　
��
名
（
先
着
順
）

ࢀ
Ճ
අ　

３
，０
０
０
円（
昼
食
代
含
む
）

※
飲
み
物
は
各
自
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

ਃ
ࠐ
ظ
　ݶ

６
月
��
日（
金
）

ਃ
ࠐ
Έ　

電
話
に
て
仮
申
込
み
を
行
い
、

散
居
村
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
窓
口
で
参
加
費

の
事
前
納
付
に
よ
り
申
込
完
了
で
す
。

ʮΫʔϦϯάγェϧλʔʯͱͯ͠։์͍͚ͨͩるࢪઃ΍͓ళをืूதʂʮΫʔϦϯάγェϧλʔʯͱͯ͠։์͍͚ͨͩるࢪઃ΍͓ళをืूதʂ
೤中঱ରࡦにྗڠいたͩけるࢪઃ΍͓ళʢ࣍のཁ݅をຬたす場合にݶりますʣをਵ࣌ืूしていますʂ

ᶃྫྷ๪ઃඋ͕͋Γɺద੾ʹ؅ཧͰ͖Δ
ᶄ୭Ͱ΋ར༻Ͱ͖ɺৗ࣌ελοϑ͕͍Δ
ᶅ �0 ਓఔ౓ར༻Ͱ͖ΔҜࢠ΍ιϑΝ͕͋Δ� 　市民生活課　☎ 33-1372　

���ઃʲ3ࢪఆࢦ಺ࢢ˔ ࡏݱ݄ ɹr˞ 	�
 は受ೖՄೳਓ਺
ɾ౑೾ࢢ໾ॴຊிࣷ ϩϏʔʢ�5 ਓʣ
ɾ౑೾ࢢ໾ॴঙ઒ࢧॴ ϩϏʔʢ�0 ਓʣ
ɾ౑೾ਤॻؗ Τϯτϥϯεϗʔϧʢ�� ਓʣ
ɾ౑೾·ͳͼަྲྀؗ ϩϏʔʢ�5 ਓʣ
ɾΏͣͷڷ΍·Ϳ͖ ϩϏʔʢ�0 ਓʣ
ɾ౑೾ࢢจԽձؗ ϩϏʔʢ�0 ਓʣ
ɾ౑೾ମҭηϯλʔ ஊ࿩ࣨʢ�0 ਓʣ
ɾ౑೾ࣜגۀ޻ձࣾ ίϛϡχέʔγϣϯ౩ʢ�0 ਓʣ
ɾ΢ΤϧγΞ౑೾े೥໌ళ ΢ΤϧΧϑΣʢ�� ਓʣ
ɾΠΦϯϞʔϧͱͳΈ ؗ಺ڞ༻෦෼ʢ�00 ਓʣ
ɾΞϧϏεͱͳΈళ ܜٳεϖʔεʢ5 ਓʣ

˞஫ҙ߲ࣄ
ɹ։์࣌ؒ͸ɺ֤ࢪઃͷ
։ؗ࣌ؒʹݶΓ·͢ɻ
ɹར༻ͷࡍ͸ɺ֤ࢪઃͷ
ϧʔϧʹै͍ͬͯͩ͘͞ɻ

　「Ϋーリϯάγェϧλーʢࢦఆॵ೤避೉ࢪઃʣ」は「೤中঱ಛผܯռアϥーτ」
が発දされたときにྋし͘աͤ͝る場所として開์するࢪઃです。

˛このදࣔが໨ҹです

熱中症特別警戒アラート発表時には熱中症特別警戒アラート発表時には
「クーリングシェルター」「クーリングシェルター」で暑さをしのいで熱中症対策を！で暑さをしのいで熱中症対策を！
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企画政策課　☎ 33-1148

౑೾ࢢͷہ֎ࢢ൪͸ʢ����ʣͰ͢

子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
　

�

受
講
者
募
集

　
こ
ど
も
課

　
☎
３３-

１
５
９
０

　

子
育
て
に
つ
い
て
気
軽
に
相
談
で
き
る

「
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
養
成
講
座
を

実
施
し
ま
す
。
ご
自
身
の
子
育
て
経
験
を

生
か
し
、
地
域
の
子
育
て
支
援
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

೔
　࣌

①
７
月
６
日
（
月
）

�
�0
時
〜
��
時
�0
分

　
　
　

②
７
月
７
日
（
火
）

�

�0
時
〜
��
時
�0
分

　
　
　

③
７
月
�0
日
（
金
）

�

�0
時
�0
分
〜
��
時
�0
分

৔
ॴ　
①
②
砺
波
市
役
所
③
こ
ど
も
子
育

て
交
流
館

内
༰　
①
②
「
子
ど
も
理
解
と
信
頼
関
係

を
大
切
に
し
た
子
育
て
支
援
〜
子
ど
も
と

一
緒
に
笑
顔
に
な
れ
る
“
保
育
者
”
の
心

構
え
〜
」

③�

心
肺
蘇
生
等
の
講
習
、
児
童
幼
児
向
け

の
怪
我
の
手
当
方
法
等

※
全
日
程
の
受
講
者
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
の
協
力
会
員
に
登
録

で
き
ま
す
。

ର
৅
　ऀ

・
子
育
て
支
援
に
熱
意
の
あ
る
方

・
子
育
て
経
験
の
あ
る
方

ื
集
ਓ
਺　
�0
名
（
先
着
順
）

ื
集
ظ
　ؒ

６
月
��
日（
金
）ま
で

ਃ
ࠐ
Έ
方
๏　
電
話
ま
た
は
こ
ど
も
課
窓

口
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

水
道
メ
ー
タ
ー
を
交
換
し
ま
す
　

　
上
下
水
道
課

　
☎
３３-

１
４
６
０

　

水
道
メ
ー
タ
ー
は
、
使
用
期
間
が
計
量

法
で
８
年
間
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、使
用
期
限
を
迎
え
る
水
道
メ
ー

タ
ー
の
交
換
を
６
月
～
８
月
に
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
に
は
事
前
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
交
換
時
期
に
は
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ

ク
ス
周
辺
に
物
を
置
か
な
い
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

遺
言
書
保
管
制
度
・
相
続
登
記
に

�

関
す
る
説
明
会

　
富
山
地
方
法
務
局
砺
波
支
局

　
☎
３2-

２
３
６
１

೔
　࣌

６
月
��
日（
木
）
�0
時
～
��
時　

৔
ॴ　
富
山
地
方
法
務
局
砺
波
支
局

ࢀ
Ճ
අ　
無
料

ਃ
ࠐ
Έ　
開
催
日
の
前
日
ま
で
に
電
話
か

窓
口
に
て
受
付
（
先
着
順
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
　
　
　
　

�

専
用
休
日
窓
口（
完
全
予
約
制
）

　
市
民
課

　
☎
３3-

１
３
５
８

೔
　࣌

６
月
��
日（
日
）
９
時
～
正
午

৔
ॴ　
市
役
所
１
階　

市
民
課
窓
口

ਃ
ࠐ
Έ　

６
月
�5
日（
木
）ま
で
に
電
話
で

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

ɹΨιϦϯ΍౮༉౳ͷݥة෺͸ɺͪͨࢲͷੜ׆ʹ͔ܽͤͳ͍
ҰํͰɺํ͍࢖ΛޡΔͱՐࡂ΍ނࣄʹͭͳ͕ΔڪΕ͕͋Γ·
͢ɻ҆શʹ࢖༻͢ΔͨΊʹ࣍ͷࣄʹे෼஫ҙ͠·͠ΐ͏ɻ
ᶃՐؾͷۙ͘Ͱ࢖༻͠ͳ͍
ɹݥة෺͸ҾՐ͠΍͍ͨ͢Ίɺίϯϩ΍ετʔϒɺͨ͹͜ͳ
ͲͷՐؾͷۙ͘Ͱ͸࢖༻͠ͳ͍͜ͱɻ
ᶄద੾ͳ༰ثͰอ؅͢Δ
ɹݥة෺͸ઐ༻ͷ༰ثʹೖΕɺ֖Λ͔ͬ͠ΓดΊͯอ؅͢Δ
͜ͱɻ
ᶅอ؅৔ॴʹ஫ҙ͢Δ
ɹ௚઀೔ޫ͕౰ͨΔ৔ॴ΍ߴԹʹͳΔ৔ॴΛආ͚ͯڙࢠͷख
͕ಧ͔ͳ͍৔ॴͰอ؅͢Δ͜ͱɻ

ɹ͜ͷػձʹ਎ۙͳݥة෺ͷਖ਼͍͠औѻ͍ʹ͍ͭͯ਎ʹ෇͚
҆શҙࣝͷ্޲ʹ౒Ί·͠ΐ͏ɻ

　ಠ਎உঁの出ձいの場をੵۃతに૑出するަ
ྲྀΠϕϯτ、ηϛφー΍࠲ߨを࣮ࢪするஂ体౳
にରして、ิॿۚをަ෇します。
˗ର৅となるஂ体౳
ɹࢢ಺ʹࣄ຿ॴ͕͋Δۀا΍஍ҬίϛϡχςΟஂମɺ
̣̥ в๏ਓɺࢢ಺ʹॅॴ͕͋Δݸਓ
˗Πϕϯτ౳のओなཁ݅
ᶃ �0 ۀࣄҎ্ͷಠ਎உঁΛର৅ͱ͢Δࡀ
ᶄۀࣄͷࢀՃऀ͸ �0 ਓҎ্Ͱ࣍ͷཁ݅Λຬͨ͢΋ͷ

ɾ��5 ਓະຬͷ৔߹ʗࢀՃऀͷ̑ਓҎ্͕ࢢ಺ॅࡏ
ͷํۈࡏ͔

ɾ��5 ਓҎ্ͷ৔߹ʗࢀՃऀͷ̏෼ͷ̍Ҏ্͕ࢢ಺
ͷํۈࡏ͔ॅࡏ

˗ཹҙ事߲
ᶃ�ର৅ܦඅɿใঈඅɺফ໣඼අɺҹ࡮੡ຊඅɺ௨৴අɺ

ྉɺ௞आྉ౳ݥྉɺอࠂ޿
ᶄิॿֹۚɿର৅ܦඅͷ̎෼ͷ̍ʢ্ݶ �0 ສԁʗճʣ
ᶅ�ਃ੥ۀࣄ਺ɿಉҰ೥౓ʹɺ̍ஂମʹ͖ͭ̍ۀࣄ·Ͱ

ਃ੥Մೳ
ˎਃ੥͞ΕΔ৔߹͸ɺࣄલʹ͝૬ஊ͍ͩ͘͞ɻ

実施期間　令和８年６月７日（日）から６月13日（土）
　　　　　　 「つかみ取れ！めざす無事故の頂を」令和８年度危険物
安全週間推進標語

令和８年度令和８年度
危険物安全週間について危険物安全週間について

ಠ਎உঁのग़ձいの৔Λ૑ग़͢るಠ਎உঁのग़ձいの৔Λ૑ग़͢る
ମ౳にஂ͏ߦ౳Λۀࣄମ౳にஂ͏ߦ౳Λۀࣄ

ग़ձ͍の͖͔͚ͬͮ͘ΓをԠԉʂग़ձ͍の͖͔͚ͬͮ͘ΓをԠԉʂ

　問合せ　砺波消防署　☎ 33-0119　　　　　　
　　　　　砺波消防署庄東出張所　☎ 37-0119　

砺波市役所（代表）  tel 33-1111（土・日曜、祝日、夜間は代表電話へ）
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掲載内容を変更する場合があります。詳細は直接問合せるか、
市ＨＰで最新情報をご確認ください。

６
月
の
お
楽
し
み
教
室　
　
　
　

「
呼
吸
で
整
う
優
し
い
ヨ
ガ
」　　

　
庄
川
健
康
プ
ラ
ザ　

　
☎
82-

５
３
２
０

　

椅
子
を
使
っ
て
行
う
や
さ
し
い
ヨ
ガ
で

す
。
季
節
の
変
わ
り
目
に
乱
れ
が
ち
な
体

調
を
、
ゆ
っ
く
り
と
し
た
動
き
と
呼
吸
で

整
え
ま
す
。
初
め
て
の
方
も
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

６
月
19
日（
金
）

　
　
　

10
時
30
分
～
11
時
30
分

受
講
料　
無
料

持
ち
物　
タ
オ
ル
・
飲
み
物

と
な
み
野
田
園
空
間
博
物
館
推
進
協
議
会

と
な
み
散
居
村
学
習
講
座

　
と
な
み
散
居
村
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
☎
34-

７
１
８
０

　

散
居
村
の
歴
史
、
文
化
な
ど
を
テ
ー
マ

に
年
間
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

◆
第
１
回

日
時　

６
月
６
日（
土
）

　
　
　

13
時
30
分
～
15
時

場
所　
と
な
み
散
居
村
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
　
　

情
報
館
研
修
室

演
題　
「
砺
波
夜
高
祭
り
の
歴
史
」

講
師　
前
砺
波
郷
土
資
料
館
学
芸
員

�

東
出  

紘
明 

氏

定
員　
60
人
（
事
前
申
込
み
が
必
要
）

受
講
料　
５
０
０
円

申
込
み　
電
話
・
窓
口
に
て
受
付

ス
ポ
ー
ツ
関
連
イ
ベ
ン
ト　
　
　
　

　
富
山
県
西
部
体
育
セ
ン
タ
ー

　

☎
３３-

３
４
１
２

朝
の
ス
ト
レ
ッ
チ
＆
ち
ょ
い
ト
レ

日
時　

６
月
１
日
、
８
日
、
15
日（
月
）

　
　
　

９
時
15
分
～
10
時

場
所　
中
ア
リ
ー
ナ

内
容　
簡
単
な
運
動
と
ス
ト
レ
ッ
チ
を
ご

案
内
！
皆
さ
ま
の
健
康
づ
く
り
を
応
援
し

ま
す
！！

指
導
者　
西
部
体
育
セ
ン
タ
ー
指
導
員

参
加
料　

３
百
円
／
回
（
保
険
料
込
み
）

申
込
み　
受
講
料
を
添
え
て
直
接
窓
口
へ

Ｅ
ｎ
ｊ
ｏ
ｙ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

日
時　

６
月
３
日
、
10
日
、
17
日
、
24
日

（
水
）　

10
時
～
正
午

場
所　
中
ア
リ
ー
ナ

内
容　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
が
楽
し
め
る
場
を

提
供
し
健
康
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
！！

対
象　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
愛
好
者

参
加
料　

２
千
円
／
月
か
６
百
円
／
回

　
　
　
　
（
保
険
料
込
み
）

申
込
み　
電
話
か
直
接
窓
口
へ

モ
ル
ッ
ク
し
よ
う
！

内
容　
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
生
ま
れ
の
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
を
み
ん
な
で
楽
し
み
ま
す

日
時　

６
月
12
日（
金
）10
時
～
11
時
30
分

　
　
　

月
1
回
金
曜
開
催

場
所　
中
ア
リ
ー
ナ

指
導
者　
西
部
体
育
セ
ン
タ
ー
指
導
員

参
加
料　

３
百
円
（
保
険
料
込
み
）

申
込
み　
電
話
か
直
接
窓
口
へ

子
育
て
親
子
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
タ
イ
ム【
無
料
】

日
時　

６
月
18
日（
木
）
10
時
～
12
時

場
所　
中
ア
リ
ー
ナ

内
容　
幼
児
と
そ
の
保
護
者
が
そ
れ
ぞ
れ

講
師
と
共
に
運
動
を
楽
し
み
心
身
の
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
を
図
り
ま
す
！！

指
導
者　
幼
児（
保
育
士
資
格
保
持
者
）

保
護
者（
西
部
体
育
セ
ン
タ
ー
指
導
員
）

申
込
み　
保
護
者
は
内
履
き
を
持
っ
て
直

接
中
ア
リ
ー
ナ
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
（
兄

弟
、
ご
家
族
の
参
加
可
）

ス
ポ
ー
ツ
ク
リ
ニ
ッ
ク
【
無
料
】

申
込
み　
２
日
前
ま
で
に
電
話
か
窓
口
へ

（
整
形
外
科
個
別
相
談
・
定
員
６
人
）

日
時　

６
月
13
日（
土
）
13
時
～
15
時

場
所　
応
接
室

内
容　
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
ケ
ガ
の
治
療
方

法
、
関
節
や
筋
肉
等
の
痛
み
の
対
処
と
そ

の
後
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
法
な
ど

講
師　
市
立
砺
波
総
合
病
院 

整
形
外
科

�

髙
木  

泰
孝 

先
生

（
レ
デ
ィ
ー
ス
個
別
相
談
・
定
員
６
名
）

日
時　

６
月
20
日（
土
）
13
時
～
15
時

場
所　
応
接
室

講
師　
伏
木
医
院　

�

伏
木  

弘 

先
生

内
容　
ス
ポ
ー
ツ
ド
ク
タ
ー
に
よ
る
女
性

特
有
の
身
体
の
悩
み
や
症
状
に
つ
い
て

西
部
体
育
セ
ン
タ
ー

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

友
だ
ち
追
加
で
施
設
体
験
・

ク
ー
ポ
ン
を
進
呈

イ
ン
ス
タ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

富
山
県
西
部
体
育
セ
ン
タ
ー
の

“
今
”を
発
信
中
！！

第
22
回
砺
波
市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

夏
季
大
会
競
技
日
程
等

　
（
公
財
）砺
波
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　

☎
３2-

５
２
４
０

　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
競
技
日
程
等
は

右
記
Q
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
「
す
る
」、「
み
る
」
だ
け
で
な
く
、「
支

え
る
」
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
積
極
的

な
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

職
場
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
講
座　
　
　

　

砺
波
ま
な
び
交
流
館　
　

　

☎
３３-

１
１
１
５

　

職
場
で
の
よ
り
良
い
人
間
関
係
を
つ
く

る
た
め
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル

を
習
得
し
ま
す
。

日
時　

６
月
24
日（
水
）
９
時
～
16
時

費
用　
５
，６
５
０
円

　
　
　
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

講
師　
長
岡  

繁
仁

申
込
期
限　

６
月
10
日（
水
）

！！

講
座
・
教
室

講
座
・
教
室
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౑೾ࢢͷہ֎ࢢ൪͸ʢ����ʣͰ͢

予約先　こども課  ☎ 33-1590

予約先　社会福祉課　☎ 33-1317

ＤＶ相談ダイヤルＤＶ相談ダイヤル�☎☎̏̏ ʵ̍ ̍̎ ̒̏̏ ʵ̍ ̍̎ ̒
ɹ

⾣೔࣌

女性弁護士による法律相談会女性弁護士による法律相談会（無料）

ɹঁੑͷͨΊͷ๏཯૬ஊͰɺൿີ͸ݫक͠·͢ɻ
⾣ରɹ৅ɹࢢ಺ॅࡏɾۈࡏͷঁੑ
⾣೔ɹ࣌ɹ� ݄ �� ೔ʢՐʣɹ��࣌�0෼ʙ�5࣌�0෼
⾣ͦͷଞɹఆһ̐ਓɹ༧໿੍ɺࣄલʹ͓ి࿩͍ͩ͘͞ɻ

予約先　こども課　☎ 33-1590

生活困窮者のための無料法律相談
～ほっとなみ法律相談～

一人で悩んでいることはありませんか一人で悩んでいることはありませんか

ঁੑͷ೰Έ相談ঁੑͷ೰Έ相談
ɹɹɹɹɹɹɹɹ̡ ແྉʳʲແྉʳ

ɹ%7ʢ෉΍࿀ਓ͔Βͷ๫ྗʣɺ৬৔ͷਓؒؔ܎΍Ո଒
ͷ͜ͱɺࣗ෼ͷੜ͖ํ౳ɺͲΜͳ೰ΈࣄͰ΋૬ஊͯ͠
͍ͩ͘͞ɻϓϥΠόγʔ͸ඞͣकΓ·͢ɻ
⾣૬ஊһɹೝఆϑΣϛχετΧ΢ϯηϥʔ
⾣ରɹ৅ɹࢢ಺ॅࡏɾۈࡏͷঁੑ
⾣೔ɹ࣌ɹ� ݄ � ೔ʢ݄ʣ	 �� ࣌ʙ �� ࣌
ɹɹɹɹɹ� ݄ �5 ೔ʢ໦ʣ	�0 ࣌ʙ �7 ࣌
⾣खଓ͖ɹ༧໿੍ɺࣄલʹ͓ి࿩͍ͩ͘͞ɻ
⾣ͦͷଞɹ৔ॴ͸ɺ༧໿࣌ʹ࿈བྷ͠·͢ɻ
ɹɹɹɹɹ໘઀૬ஊ࣌ؒ͸ɺ50 ෼ఔ౓Ͱ͢ɻ

ɹआۚ΍Ոఉɺ࿑ಇ࣌ؒɺ௞ۚͷ໰୊ɺٮ଴ɺ੒೥ݟޙ
ਓͷબ೚౳ͷ๏తͳղܾ͕ඞཁͰɺੜ͍ͯ͠ځࠔʹ׆Δ
ΑΔʹ࢜ޢͷํʹରͯ͠ɺ๏ςϥεΛར༻ͨ͠หॅࡏ಺ࢢ
૬ஊձͰ͢ɻ
⾣೔ɹ࣌ɹ� ݄ �೔ʢ݄ʣɺ7 ݄ � ೔ʢ݄ʣ̡ શ༧໿੍ʳ׬
ɹɹɹɹɹᶃ �7 ࣌ʙ �7 ࣌ �0 ෼
ɹɹɹɹɹᶄ �7 ࣌ �0 ෼ʙ �� ࣌ �0 ෼
ɹɹɹɹɹᶅ �� ࣌ �0 ෼ʙ �� ࣌

ɹɹɹɹ
⾣ͦͷଞɹ৔ॴ͸༧໿࣌ʹ࿈བྷ͠·͢ɻ૬ஊ༧໿͸
ɹɹɹɹɹલि༵ۚͷ �7 ࣌·Ͱड͚෇͚·͢ɻ
˞๏཯૬ஊҎ֎ʹ΋ɺ΄ͬͱͳΈ૬ஊࢧԉηϯλʔͰ͸ੜ׆ͷ

૬ஊΛਵ࣌ड෇தͰ͢ɻࣄΓࠔ

֤̍ਓまで
ઌணॱ

େਓͷࣨڭ

4&*#6εϙʔπΫϥϒ��
ྩ࿨̔೥౓Ϋϥϒձһืूதʂ

ਫதӡಈ
ʢΤΫααΠζܥʣ

ॳめて΢ΥーΩϯά ໦

΢ΥーΩϯά߁݈ ໦・౔

γェΠプアップ ਫ・ۚ

ਫӭࣨڭ
ʢεΠϛϯάܥʣ

アΫアΤΫααΠζ ݄

ϔϧγーεΠϛϯά ݄・ਫ・໦・ۚ

ᕟ・εΠϛϯά ਫ・ۚ

ਫӭࣨڭ
༮ࣇਫӭʢ年௕ର৅ʣ ౔
ॳ心ऀਫӭ
ʢ年௕ʙখֶ生ର৅ʣ

݄ʙ日
ʢՐ༵日をআ͘ʣ

アΫアϏΫε
Իָに合Θͤてਫ中で
行うܰӡಈです
Ͳなたでもָし͘
Ճできますࢀ

݄・ਫ・໦・ۚ

։ؒظ࠵ � ճ਺ ݄̓̒೔ʢ݄ʣ〜݄̕຤ɹ֤ίーε 1� ճ
˞ৄ͍͠։ؒ࣌࠵ɾडߨྉ͸ϗʔϜϖʔδΛ֬͝ೝ͍ͩ͘͞

ਃ ࠐ ։ ࢝ ೔ ݄̒ 1� ೔ʢਫʣ͔ Βॱ࣍ืू։࢝　˞ίʔεʹΑͬͯҟͳΓ·͢
ਃ  ࠐ  ํ  ๏ 砺波市Թਫプーϧにてਃࢴ༺ࠐをهೖし受ߨྉとอݥྉをఴ͑てਃࠐΈ

詳細は砺波市温水プール（☎33-4450）か
SEIBU スポーツクラブHP まで
HP Instagram LINE

ྩ࿨ � ೥౓ྩ࿨ � ೥౓
౑೾ࢢԹਫϓʔルਫӭڭ ʢ݄ࣨ̓։࠵ʣडߨੜืू౑೾ࢢԹਫϓʔルਫӭڭ ʢ݄ࣨ̓։࠵ʣडߨੜืू

ＮＰＯ法人ＳＥＩＢＵスポーツクラブは、多世代・
多種目・多志向の活動を地域住民が主体となって
運営する総合型地域スポーツクラブです。今年度
のクラブ会員を募集中です。

ࣗ༝ࢀՃϓϩάϥϜ

ࣨڭͷڙࢠ

砺波市役所（代表）  tel 33-1111（土・日曜、祝日、夜間は代表電話へ）
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、は௚઀໰合ͤるかࡉৄ。する場合が͋りますߋ内༰をมࡌܝ
市̝̥で࠷৽৘ใを֬͝ೝͩ͘さい。

6
月
4
日
〜
10
日
は
　
　
　
　
　

�

歯
と
口
の
健
康
週
間

　
健
康
セ
ン
タ
ー

　
☎
32-

７
０
６
２

　

歯
や
口
は「
食
べ
る
・
話
す
・
笑
う
」な
ど
、

健
康
で
楽
し
く
豊
か
な
暮
ら
し
を
送
る
た

め
の
大
切
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
歯
周
病
な
ど
の
お
口
ト
ラ
ブ
ル

は
、
糖
尿
病
を
は
じ
め
と
す
る
生
活
習
慣

病
を
起
こ
す
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

大
人
か
ら
こ
ど
も
ま
で
、「
健
口
」
な

お
口
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

Ή
し
ࣃ
ɾ
ࣃ
प
ප
༧
๷
の
ポ
イ
ϯ
ト

・�

朝
と
就
寝
前
に
は
丁
寧
な
歯
磨
き
を
し

ま
し
ょ
う
。

・
よ
く
噛
ん
で
食
べ
ま
し
ょ
う
。

・�

か
か
り
つ
け
医
を
も
っ
て
定
期
検
診

（
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
）を
受
け
ま
し
ょ
う
。

避
難
行
動
要
支
援
者
の
登
録
　
　

　
社
会
福
祉
課

　
☎
33-

１
２
９
９

　

災
害
発
生
時
等
の
安
否
確
認
や
平
常
時

か
ら
の
地
域
の
方
に
よ
る
見
守
り
の
た
め
、

登
録
く
だ
さ
い
。
自
ら
避
難
す
る
こ
と
が

困
難
と
思
わ
れ
る
方
へ
、
申
請
書
を
送
付

し
ま
す
。（
６
月
下
旬
頃
送
付
予
定
）

　

支
援
を
希
望
す
る
方
は
、
地
域
の
方
へ

の
情
報
提
供
に
同
意
の
う
え
、
ご
登
録
く

だ
さ
い
。

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
　
　
　
　
　

　
健
康
セ
ン
タ
ー

　
☎
32-

７
０
６
２

　

#
型
・
$
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
は
、
感
染

し
て
い
て
も
な
か
な
か
症
状
が
現
れ
ま
せ

ん
。
感
染
し
た
ま
ま
放
置
し
て
い
る
と
慢

性
肝
炎
や
肝
硬
変
等
を
起
こ
す
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
肝
機
能
検
査
が
正
常
で
も
早

期
発
見
の
た
め
、
一
度
は
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

ର
৅
ऀ

・
今
年
度
中
に
満
�0
歳
と
な
る
方

・�

今
年
度
中
に
満
��
歳
以
上
の
方
で
過
去

に
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を
受
け
た
こ

と
が
な
い
方

අ
༻　
無
料

ظ
　ؒ

６
月
１
日（
月
）～
９
月
�0
日（
水
）

৔
ॴ　
市
内
指
定
医
療
機
関

ड
਍
方
๏　
受
診
票
が
届
か
な
い
方
で
検

診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
健
康
セ
ン
タ
ー

ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

80
歳
訪
問
を
行
っ
て
い
ま
す
　
　

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
33-

１
３
４
５

　

健
康
、
生
活
、
日
頃
の
困
り
ご
と
が
な

い
か
等
を
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。
訪
問
の

際
は
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ର
৅
　ऀ
今
年
度
満
�0
歳
を
迎
え
る
方（
昭

和
��
年
�
月
�
日
～
昭
和
��
年
�
月
��
日
生

ま
れ
の
方
）
※
介
護
保
険
の
認
定
者
は
除
く
。

๚
໰
୲
౰
　ऀ

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

や
各
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員

ᶃ�ܲ ͞͞Έ೑ʹˑΛ;ΓɺϥοϓΛͯ͠
Ϩϯδ �008 Ͱ � ෼Ճ೤͢ΔɻྫྷΊ
ͨΒେ͖Ίʹ΄͙͢ɻ

ᶄ�ਓࢀɺϐʔϚϯΛࡉ੾Γʹ͠ɺϥοϓ
Λͯ͠Ϩϯδ �008 Ͱ � ෼Ճ೤͢Δɻ

ᶅᶃͱᶄɺԘࠛ෍ɺ͝ ·༉Λࠞͥ߹ΘͤΔɻ
ᶆന͝·ΛৼΔɻ

　

私
た
ち
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会

は
、「
私
た
ち
の
健
康
は
私
た
ち
の
手

で
元
気
で
長
生
き
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

栄
養
、
食
生
活
及
び
健
康
づ
く
り
に
関

す
る
知
識
の
普
及
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
期
は
、
口
腔
機
能
が
低
下
す
る

と
、
食
べ
に
く
い
食
品
を
避
け
て
し
ま

い
栄
養
の
偏
り
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
で

低
栄
養
の
状
態
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

低
栄
養
予
防
の
た
め
に
も
肉
、
魚
、
卵
、

大
豆
製
品
な
ど
の
良
質
な
た
ん
ぱ
く
質

を
毎
食
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

そ
こ
で
、
高
齢
期
の
方
に
向
け
て
、

口
腔
機
能
の
低
下
を
予
防
し
健
康
な
身

体
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
の
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。
私
た
ち
が

考
案
し
た
お
す
す
め
レ
シ
ピ
も
掲
載
し

て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
こ
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
高

齢
者
学
級
や
公
民
館
ま
つ
り
な
ど
で
推

進
員
が
声
を
か
け
な
が
ら
配
布
し
健
康

な
身
体
づ

く
り
を
推

進
し
て
い

き
ま
す
。

エネルギー69kcal　たんぱく質6.9ｇ͞͞ΈのԘࠛ෍࿨͑

健康づく
りの

輪

Ͱޱͳ͓ؾݩ
͔ͬ͠Γӫཆʂ
Φʔϥϧ
ϑϨΠϧ༧๷

材
料
（
２
人
分
）

健
康
・
介
護

健
康
・
介
護

砺波市食生活改善推進員協議会砺波市食生活改善推進員協議会

鶏ささみ肉� 1本
人参� 1/2本
ピーマン� 2個
☆塩� 少々
☆酒� 小さじ1
塩昆布� 5ｇ
ごま油� 5ｇ
白ごま� 少々

　健康センター　☎ 32-7062　
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౑೾ࢢͷہ֎ࢢ൪͸ʢ����ʣͰ͢

͋ͳͨの͔Βͩ͸େৎ෉ʁ͋ͳͨの͔Βͩ͸େৎ෉ʁ��
਍ࠪΛड͚·͠ΐ͏ʂ߁਍ࠪΛड͚·͠ΐ͏ʂ݈߁݈
　日本ਓのࢮҼの໿ׂ̑を占める生׆श׳පは、࣮ は֮ࣗ঱ঢ়が΄とΜͲ͋りまͤΜ。஌ら͵ؒにॏ঱Խしてしまうと、
治ྍに࣌ؒ΍高ֹなඅ༻がかかってしまいます。
　݈਍をຖ年受けることでからͩのチェッΫと管理を行い、݈ͮ͘߁りをҙࣝした生׆を਎にͭけましΐうʂ
ର৅ऀ　①国民健康保険加入者で、今年度 30歳～ 39歳になる方

ɹ˰྘৭ͷ෧౵Ͱɺड਍݊ͱ࣭໰ථ͕ಧ͖·͢ɻ
②国民健康保険加入者で、今年度 40歳～ 74歳になる方、７月以降に 75歳になる方
ɹ˰ԫ৭ͷ෧౵Ͱɺड਍݊ͱ࣭໰ථ͕ಧ͖·͢ɻ
③富山県後期高齢者医療制度加入者で、砺波市に住所がある方
ɹ˰ΦϨϯδ৭ͷ෧౵Ͱɺड਍݊ͱ࣭໰ථ͕ಧ͖·͢ɻ
ɹɹ5ɾ� ݄ʹ 75 ͳΔํʹ͸ɺ஀ੜ೔ͷཌ݄ʹಧ͖·͢ɻʹࡀ
˞௨Ӄதɺ࣏ྍதͷํʜର৅ɹɹ˞հࢪޢઃೖॴऀɺ௕ظೖӃதͷํʜର৅֎

ɹؒɹ݄̒̍೔ʢ݄ʣʙ݄̕ظ 3� ೔ʢਫʣɹɹඅɹ༻ɹᶃ̍
��� ԁɹᶄɺᶅແྉ
ํɹ๏ɹࢢ಺ࢦఆҩྍؔػͰड਍ʢҊ಺෧౵Λ֬ೝ͍ͩ͘͞ʣ
࣋ͪ෺ɹɾड਍݊ɹɾ࣭໰ථɹɾϚΠφอ֬֨ࢿ͔ূݥೝॻ౳ɹɾඅ༻ʢᶃͷํͷΈʣ

注意 ೥౓தʹਓؒυοΫʢϛχυοΫؚΉʣͷඅ༻ॿ੒Λड͚Δํ͸ɺ͜ͷ݈਍Λ͝ར༻͍͚ͨͩ·ͤΜɻࠓ　

　市民課　　　　　　　
　☎ 33-1362　　　　 

職場健診や他機関でのドックを受診した方へ  R-1ギフト券プレゼント！
ର৅ऀ　4ࡀ�Ҏ上のࠃຽ݈߁อݥՃೖ ・ऀ後ظ高ྸऀҩྍ੍౓Ճೖऀで、上هの市の݈਍の୅Θりに৬場݈਍΍υッΫを受けたํ
ํɹ๏　市ຽ՝ࠃอ年ۚ܎に݈਍݁果をఏ出してͩ͘さい。ʢແ͘なり࣍第ऴྃʣ
ର৅֎　上هの市の݈਍を受けたํ、ਓؒυッΫʢϛχυッΫをؚΉʣॿ੒を受けたํ

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ
　
　
　
　

　
健
康
セ
ン
タ
ー

　
☎
32-

７
０
６
２

二
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
）

ର
৅　
小
学
校
６
年
生

ظ
　ݶ
��
歳
の
誕
生
日
の
前
日

අ
༻　
無
料

日
本
脳
炎
Ⅱ
期

ର
৅　
小
学
校
４
年
生

ظ
　ݶ
��
歳
の
誕
生
日
の
前
日

අ
༻　
無
料

Ｈ
Ｐ
Ｖ
（
子
宮
頸
が
ん
）

ର
৅　
中
学
校
１
年
生
の
年
齢
相
当
の
女
子

ظ
　ݶ

�

高
校
１
年
生
の
年
齢
相
当
の
３
月

��
日
ま
で

අ
༻　
無
料

　

対
象
の
方
に
４
月
末
に
予
診
票
兼
接
種

券
を
送
付
し
ま
し
た
。
早
め
に
医
療
機
関

に
て
予
防
接
種
を
う
け
ま
し
ょ
う
。

人
間
ド
ッ
ク
助
成
　
　
　
　
　
　

　
富
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
　

　
☎
０
７
６
ー
４
６
５
ー
７
５
０
５

　
市
民
課
　
☎
33-

１
３
６
２
　

　

人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
希
望
者
へ
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
（
年
度
内
１
回
の
み
）。

ର
৅
　ऀ

受
診
日
時
点
で
富
山
県
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
の
被
保
険
者

※
た
だ
し
、
次
の
方
は
除
く

・�

病
院
や
診
療
所
に
�
か
月
以
上
継
続
し

て
入
院
中

・�

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
介
護
老
人
保

健
施
設
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
障
害
者

支
援
施
設
な
ど
の
施
設
に
入
所
、
入
居

し
て
い
る

・�

同
一
年
度
内
に
人
間
ド
ッ
ク
（
脳
ド
ッ

ク
含
む
）
と
後
期
高
齢
者
健
康
診
査
等

の
健
診
を
受
診
し
て
い
る

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
未
納
者

ॿ
੒
ର
৅
ظ
　ݶ

令
和
９
年
２
月
��
日

（
日
）

ਃ
੥
方
๏　
医
療
機
関
に
ド
ッ
ク
を
予
約

後
、
受
診
日
の
��
日
前
ま
で
に
人
間
ド
ッ

ク
利
用
申
請
書
を
市
町
村
窓
口
に
提
出

࣮
ࢪ
৔
ॴ　
指
定
医
療
機
関

ॿ
੒
　ֹ

費
用
の
半
分
（
上
限
�5
千
円
）

࣋
ͪ
෺　
マ
イ
ナ
保
険
証
か
資
格
確
認
書
、

広
域
連
合
か
ら
送
付
さ
れ
る
人
間
ド
ッ
ク

利
用
承
認
書
、
質
問
票

歯
科
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
　
　

�
【
75
歳
到
達
者
限
定
】

富
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

☎
０
７
６
ー
４
６
５
ー
７
５
０
５

　

昨
年
度
75
歳
に
達
し
た
方
に
、
無
料
で

口
腔
診
断
、
歯
周
病
・
口
腔
衛
生
診
断
、

嚥
下（
飲
み
込
み
）機
能
の
検
査
を
行
い
ま

す
。（
健
診
後
の
治
療
費
は
有
料
）

　

対
象
者
に
は
５
月
下
旬
に
案
内
を
送
付

し
ま
す
。

ର
৅
　ऀ

昭
和
�5
年
４
月
１
日
か
ら
昭
和

��
年
３
月
��
日
生
ま
れ
の
方

ظ
　ؒ
６
月
１
日（
月
）か
ら
�0
月
��
日（
土
）

࣋
ͪ
෺　
送
付
書
類
一
式
、
マ
イ
ナ
保
険

証
や
資
格
確
認
書

※
歯
科
医
療
機
関
へ
の
予
約
が
必
要

砺波市役所（代表）  tel 33-1111（土・日曜、祝日、夜間は代表電話へ）

Ճೖʹݥอ߁Ҏ֎ͷ݈هࠨ˞
͍ͯ͠Δํ͸ɺ͝Ճೖͷҩ
ྍอ͔ऀݥΒͷ͓஌ΒͤΛ
র͍ͩ͘͞ɻࢀ
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社会福祉課　☎ 33-1299

開始時期　平成 29年４月～
活動日時　毎週土曜　10時～
活動場所　鷹栖９区公民館
　たんたんと楽しくやっています。
　季節の料理を作って皆で楽しく会食して
います。

͘͞らの会

場所 日 時間 内容 費用等

くつろぎ処ちぇりー
（☎080-3745-8104）

10日
(水) 14時～16時

良い姿勢の話、
運動、試食、体験

お問合せ
ください

11日
(木)

10時30分
� ～12時 折り紙

300円
飲み物付き

21日
(日) 10時～15時 健康マージャン 300円

多世代交流施設
北部苑
（☎33-6633）

11日
(木)

13時30分
� ～15時 音楽療法 無料

ものがたりの街　
修養棟
（☎55-6100）

18日
（木）

14時
� ～15時20分

1部　
佐藤先生の「もの
がたり在宅塾＠市
民健康講座」お口
の健康と全身（歯
周病と血糖、歯科
検診の重要性）

無料
できるだけ事
前にお申込み
ください

介護・医療の
相談コーナー
あります2部  

体験型教室

みやの森カフェ
(☎77-3733)

20日
(土)

14時
� ～15時30分 臨床美術

無料
スイーツ・
ドリンク
100円引き13時～17時 カフェ相談室

出張ほっとなみカフェ
（栴檀山農村集落センター）
（☎37-1061）

4日
(木) 13時～14時 音楽療法 無料

日 時間 場所

９時〜16時 地域包括支援センター
（砺波総合病院）

2日
（火）９時〜16時

在宅介護支援センター
（ケアポート庄川）

10時〜11時 多世代交流施設
しょうとう

3日
（水）10時〜11時

多世代交流施設
苗加苑

10時30分
�〜11時30分 庄川支所

4日
（木）９時〜16時

在宅介護支援センター
（砺波ふれあいの杜）

10時〜11時 多世代交流施設
北部苑

6日
（土）９時〜16時

在宅介護支援センター
（やなぜ苑）�
※事前にご連絡ください

8日
（月）９時〜19時

地域包括支援センター
（砺波市役所）

地域包括支援センター
☎33-1345

　市内9か所で認知症相談日を設けています。物忘
れや認知症に関して、ご本人やご家族等、どなたで
も相談してください。相談日以外の日時でもご相談
に応じます。

　地域で認知症カフェを開催しています。介護や認
知症にお悩みの方、認知症予防に関心のある方等、
どなたでも自由に集える場です。専門職による個別
相談も実施しています。

ほっとなみΧフΣほっとなみΧフΣ 認知঱相談認知঱相談

୩村　୩村　㘱㘱ࢠࢠさΜさΜʢ林ʣʢ林ʣ

୅Ոఉのੈࡾ　 Ҏ上のํがઅ໨の年ྸをܴ͑ると、市内ࡀ�5
॓ധࢪઃ౳で॓ധ΍日ؼりなͲにར༻できるར༻ূをަ෇して
います。ʢ上̍ݶສԁʣ
ର৅ऀ　�砺波市内に住所を有する三世代家庭で、令和８年度内

に 75 歳、80 歳、85 歳、90 歳、95 歳、100 歳 を
迎える方（※介護保険認定の要介護度４または５の方
は除く）

ਃࠐΈ　�宿泊施設等を利用される前に社会福祉課
へ申請してください。

目指せ目指せ！！元気な 100 歳元気な 100 歳！！

  い͖い͖ඦࡀମૢɹ�い͖い͖ඦࡀମૢɹ�
ɹɹܧ�ଓグルーϓ঺հɹɹܧ�ଓグルーϓ঺հ

�� ݄݄

ຬຬࡀࡀ������
おめでとうございます

ར༻してみませΜかʁར༻してみませΜかʁ
高齢者ちΐっとͶ͗らいۀࣄについて高齢者ちΐっとͶ͗らいۀࣄについて

݄̐にຬ をܴ͑られました݄̐にຬࡀ��1 をܴ͑られましたࡀ��1
ので、͓祝いのه೦඼౳を市からので、͓祝いのه೦඼౳を市から
ଃりました。ଃりました。
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6 月の健診・相談
乳幼児健診・教室の日程については、右記QRコード
か母子モ（となみっ子なび）からご確認ください。

　　　   健康センター （☎32-7062）

休日・夜間急患診療【小児科・内科】

౑೾ҩྍױٸݍηϯλʔ
� （砺波総合පӃྡ઀）

୐౰൪医̡ࡏ೔ٳ Պʳ診療時間　９時～17時ࣃ

状況によって変更となる場合があります。

˞౎߹ʹΑΓมߋʹͳΔ͜ͱ͕͋Γ·͢ͷͰɺड਍લʹి࿩Ͱཁ֬ೝ
ɹʢड਍ͷࡍ͸ϚΠφอ֬֨ࢿ͔ূݥೝॻ͕ඞཁʣ

　富山県ࣃՊ保健医療総合センター　☎̌ ７６-̐ ３３-̎ ３̌̕ 　

�日	日
 ΤϯτϥϯεࣃՊ 庄઒町੨ౡ ὸ82�6�34
14日	日
 ՊҩӃࣃ͓ͩ͘ ਿ໦ ὸ34�1182
21日	日
 となΈେ໦ࣃՊΫリχッΫ 中ਆ ὸ58�5136
28日	日
 ౻ҪࣃՊΫリχッΫ ӫ町 ὸ23�6�1�

ʲ ಺Պ 　r☎34ʵ5005
ʲখࣇՊ 　r☎34ʵ7744

○月～土曜	 20時～22時30分
○日曜、祝日、12月30日〜1月3日
　10時～16時30分、20時～22時30分

行事໊ ର৅ऀ とこΖ ݄　日 ࣌ؒ

ೕ༮݈ࣇ਍・ࣨڭ ର৅のํには、฼ࢠϞʢとなΈっࢠなͼʣで͓஌らͤします。

ӫཆ૬ஊ・߁݈ ๬ऀر 砺波市݈߁ηϯλー ຖि݄༵日 9࣌ʙ16࣌3�分

͓ ޱ の ૬ ஊ ๬ऀر 砺波市݈߁ηϯλー ฏ日 9࣌ʙ16࣌3�分

ңがΜ・େ௎がΜݕ਍ Ҏ上ࡀ�4

ʲཁ༧໿ʳ 庄઒農村ڥ؀վળηϯλー 1�日ʢਫʣ
8࣌ʙ11࣌

般ए農ߏۀ଄վળηϯλー 26日ʢۚʣ

݁ ・֩ഏがΜݕ਍ Ҏ上ࡀ�4
ʲ༧໿ෆཁʳ
受਍݊にࡌهの受
෇࣌ؒに͓ӽし͘
ͩさい。

庄઒農村ڥ؀վળηϯλー
̕日ʢՐʣ

13࣌ʙ15࣌3�分
1�日ʢਫʣ

般ए農ߏۀ଄վળηϯλー 26日ʢۚʣ 13࣌ʙ16࣌

ϨσΟーεݕ਍ 4�ʙ ཁ༧໿˞�　ࡀ69 市立砺波૯合පӃਖ਼໘ݰ関 　6݄21日	日
　　　　　
˞ఆһにୡしました 8࣌ʙ1�࣌

େ ௎ が Μ ݕ ਍ ๬ऀر　Ҏ上ࡀ�4 市内ࢦఆҩྍ機関 6݄1日ʢ݄ʣʙ
9݄3�日ʢਫʣ

を௚઀ҩྍ機関にث༰ࠪݕ
औりに行ってͩ͘さい

ң 内 ࢹ ڸ ݕ ਍ 5�ʙ ๬ऀر　ࡀ69 市内ࢦఆҩྍ機関 ྩ࿨9年
2݄2�日ʢ౔ʣまで

௚઀ҩྍ機関に
͝༧໿ͩ͘さい。

ࢠ ٶ が Μ ݕ ਍ ๬ऀرҎ上のࡀ�2 県内ࢦఆ්࢈ਓՊ ྩ࿨9年
3݄31日ʢਫʣまで

௚઀ҩྍ機関に
໰合ͤͩ͘さい。

ೕ が Μ ݕ ਍ Ҏ上ࡀ�4

ʲཁ༧໿ʳ

市立砺波૯合පӃ
3֊݈਍ηϯλー ໦༵日Ҏ֎のฏ日

受෇13࣌45分ʙ14࣌
　ϚϯϞάϥフΟࠪݕ
受෇14࣌15分ʙ14࣌3�分
ϚϯϞάϥフΟࠪݕと௒
Ի波ࠪݕ��������

˞௒Ի波ࠪݕはผ్ྉۚがඞཁ

こ こ Ζ の
݈ ߁ ૬ ஊ

๬ऀʲཁ༧໿ر ʢrὸ 32���62ʣ ηϯλー߁݈ 11日・25日ʢ໦ʣ 13࣌3�分ʙ15࣌

๬ऀʲཁ༧໿ر ʢrὸ 22�3512ʣ 富山県砺波ް生ηϯλー 19日ʢۚʣ
14࣌3�分ʙ15࣌3�分

15࣌3�分ʙ16࣌3�分

ͻ き こ も り
Ո ଒ ૬ ஊ ձ ๬ऀʲཁ༧໿ر ʢrὸ 22�3512ʣ 富山県砺波ް生ηϯλー 4日ʢ໦ʣ 後ޕ

ಇ ͘ ਓ の
心 の ૬ ஊ ձ

๬ऀʲཁ༧໿ʳر
ʢখن໛事ऀۀ΍その࿑ಇऀʣ
砺波地Ҭۀ࢈อ݈ηϯλー
ὸ 33���15

砺波αφτリ΢Ϝ෱ҪපӃ ��2日ʢՐʣ
খ໼部େՈපӃ 　9日ʢՐʣ

となΈの心ྍΫリχッΫ 1�日ʢਫʣ
দԬපӃ 24日ʢਫʣ
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